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令和５年３月新規学校卒業予定者（高卒・大卒）の就職内定状況等を取りまとめ 

 

～令和４年１２月末の新規高卒就職内定率は８８．６％～ 

 （学校または安定所を通じた就職を希望する生徒の状況の集計） 

 

～令和４年１２月末の新規大卒就職内定率は７２．６％～ 

 

 「徳島新卒者等人材確保推進本部」（本部長 伊藤浩之徳島労働局長）は、令和

５年３月新規学校卒業予定者の求人・求職・就職内定状況（令和４年１２月末現

在）（速報値）を取りまとめました。その概要は次のとおりです。 

 

Ⅰ 新規高等学校卒業予定者 

１ 就職内定状況 

（１）求職者（就職希望者数）は１，０７０人、前年同期（１，１１２人）に比べ４２人（３．８％）

減少した。 

（２）就職内定者は９４８人、前年同期（９９９人）に比べ５１人（５．１％）減少した。 

（３）就職内定率は８８．６％、前年同期（８９．８％）を１．２ポイント下回った。 

    令和４年度 

           ９４８人 （就職内定者数）   

１，０７０人 （就職希望者数） 

令和３年度 

           ９９９人 （就職内定者数）   

１，１１２人 （就職希望者数） 

    ※学校または安定所を通じた就職を希望する生徒の状況の集計 
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２ 求人の状況 

県内の安定所で受理した求人数は２，５５１人で、前年同期（２，２５１人）に比べ 

   て３００人（１３．３％）増加した。 

 

３ 県内就職希望者数の状況 

（１）県内就職希望者は８４４人、前年同期（８９２人）に比べ４８人（５．４％）減少した。 

（２）県内就職内定者は７３０人、前年同期（７９６人）に比べ６６人（８．３％）減少した。 

（３）県内就職内定率は８６．５％、前年同期（８９．２％）を２．７ポイント下回った。 

 

４ 求人倍率 

   県内就職希望者の求人倍率は２．７９倍で、前年同期（２．３８倍）に比べ０．４１ポイ 

ント上回った。 

 

Ⅱ 新規大学卒業予定者 

１ 就職内定状況（届出済分）について 

（１）求職者（就職希望者）は２，１５１人、前年同期(２，０４６人)に比べて、１０５人（５．

１％）増加した。 

（２）就職内定者は１，５６２人、前年同期(１，４１８人)に比べて、１４４人（１０．２％）増加 

した。 

（３）就職内定率は７２．６％、前年同期（６９．３％）を３．３ポイント上回った。 

 

※本調査は、徳島労働局管内の各ハローワークが、未内定学生への就職支援のために、学校が既に把握している範囲での内

定状況等を報告していただいた数の集計であり、内定を受けていても学校に届出していない学生は未内定として計上されま

す。文部科学省と厚生労働省が、共同で調査して公表している全国の数値と直接比較できるものではありません。 

 

２ 求人の状況について 

 県内・外の事業所から大学に提出された求人数は５２５，０２３人で前年同期 

（３７７，６４７人）に比べ、１４７，３７６人（３９．０％）増加した。 

 

Ⅲ 就職支援の取組 

（１） 徳島労働局においては、新卒者等の就職支援を重点施策として推進し、若者

と企業のマッチングの強化に取り組んでおり、引き続き、各学校との連携を密にし

未内定生徒を把握したうえで、就職支援ナビゲーターによる求人情報の提供、職

業相談等、きめ細かな個別支援に取り組む。 

（２） 企業の若年人材への採用意欲は依然として高い状況が続いていることから、

引き続き、企業に対する求人充足支援に取り組む。 

（３） ２月３日（金）に合同就職面接会（参加企業３９社）をオンラインで開催する。 

 

 


